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米国FDAは2006年は月1こ旧、重篤且つ致死性の寄生虫感染症  
のシヤガス病を引き起こす血液寄生虫について血液ドナーーせスク  
リー・ニングする新しい検査を承認した。この試験はOR丁目OT．  
cruziEuSATestSystemと呼ばれ、tryPanOSOmaCruZi抗体を検  

‾‾‾‾  
ド斬て．7筒瓦砧㌫  2007／・ノ03／ノ23帽10し）6  

ソ叫マ症院品竃06   

出するもので、このような検査では初めてFDAに承認されたもので  
ある。この検査は、全血の供血者のスクリーニングに加えて、臓  
器、細胞及び組織ドナーからの血祭及び血清をスクリーニングす  
るのに用いられる。  

フランスでリスクのある供血者に対し、シヤーガス病スクリーニン  
グ検査を行うこととなり、BioelisaChagas、Chagatek、OrthoT．cruzi  
EuSATestSystem‘1、EuSACruziの4種類のTrypanaosoma  
cruziEuSAキットの感受性、再現性、特異性を評価した。感受性  
に関しては4種類の検査法で正確に検出された。再現性は24コ  
ピーのS／CO値の平均の変動係数によって示され、各々、6．30ウも、  
9．309も、15．79も、22．40％だった。  

2007／03／′30161061  

パルボ  
Transfusion  パルボウイルスB19ジェノタイプ3流行地域であるガーナで、114組  

の成人供血者一小児受血者ペアにおける輸血による別9の伝播お  

よび免疫学的特性について調べた。2例の供血がパルボウイルス  
B19DNAと特異的抗体を含有していたが、伝播は見られなかっ  
た。B191gG含有の全血がB19DNA陽性受血者14例に輸血されて  
いたが、その内、輸血前にVP2に対する抗体が認められなかった  
10例ではウイルスが除去された。  

2007／03／′30161061  

ウイルスl子言語46＝1593‾   

マラリア  AABB WeeklV 

Repo止2006年9  
月15日  

2006年9月8日付けのKoreaTimesによると、交通事故後に輸血を  
受け、その後マラリアと診断された患者が、疑わしい血液の流通  
を防ぐことができなかった韓国赤十字を批判している。韓国赤十  
字は状況を知りながら、何の行動も起こさず、その結果、不適切  
な血液製品が流通し続けたとのことである。輸血によるマラリア感  
染で既に1名の患者が死亡している。  

2007／03／30161061  

2006年9月8日付けのKoreallmesによると、交通事故後に輸血を  
受け、その後マラリアと診断された患者が、疑わしい血液の流通  

2007／03／27＝∋1024  

2006年9月19日、CDCは米国在住のグレート工グズーマ島渡航者  
向けの抗マラリア薬服用勧告を解除した。2006年5月～6月の間  
に合計19例のマラリア症例が確認されたが、3ケ月間新規症例の  
報告がなかったためである。  

2007／03／ニラO161061  

マラリアi慧こ崇渠  

2006年8月にコルシカ島で三日熟マラリア1症例が診断された。フ  
ランス南東部出身の59歳男性で、2006年夏に南コルシカのボルト  
に滞在していた。患者はマラリア流行地域への渡航歴はなかっ  
た。マダガスカルに渡航歴のある三日熱マラリア患者が7月初め  
に同地区に滞在しており、コルシカのハマダラカによってP．、パvax  
の国内伝播が起こったことを示唆している。。本症例は、この地域で  
報告されたマラリアの地域内伝播の1972年以来初の症例である。  

マラリア－－  
董冒ご詳㌔蒜  35   
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輸入感染症サーベイランスに関するヨーロッパネットワーークへの  
報告数によると、2006年11月下旬以降、インド、ゴア州への渡航  
者において、熱帯熱マラリア患者が増加している。1月10日まで  
に、ドイツで2例、デンマークで4例、スエーデンで2例、計8例の患  
者が報告された。  

2007／03／30博1061  
3ei 

中国東部の安徽省でマラリア感染が拡大している。地元の保健当  
局によると、今年に入ってから2006年9月25日時点で17917例が  
報告されており、昨年の同時期と比較すると89．8％増加している。  
保健当局は緊急通告を出して、感染の監視を強化し、拡大防止  
のためにマラリア予防と治療に関する啓発を行うよう地元自治体  
に要請した。  

2007／03／30161061  

マラリアI琵誓言㌫004・2  

37  米国の科学者は北アメリカで初めて報告されたStreptococcus  

suis髄膜炎のヒト感染例を確認した。健康であった59歳の男性農  
業従事者が髄膜炎で入院し、S．suis感染と判明した。S．suisはブ  
タで重病を起こすグラム陽性球菌であり、ブタを扱う職業の人は  
注意が必要である。保健当局はヒトからヒトヘの感染のおそれは  
ないとしている。  

2007／05／22け0198  

38  
伝達性海綿状脳症（TSE）諮問委貞会が2006年12月15日に公開  
で開催され、ヒト血祭由来抗血友病因子（FVM）製剤における  
vcJDへの潜在的曝露に関するFDAのりろク評価ならびに血祭由  
来FVIII製造におけるTSEクリアランスのレベルについて討論され  

た。このリスク評価に対して諮問委鼻会は、報告が強制でないこと  
や、最終製品のリスク減少を推定をする際に用いたエビデンスに  
対して懸念を表明した。  

2007／03／23掩1006  

60248  2007／03／30掩1061  

2007／03／30161061  

蒜試蒜蒲蒜  

40  
が報告した。RoyalSocietyJourna＝nterface誌オンライン版によ  
ると、2080年までの輸血によるvCJDの死亡例は50例と予測され  

る。感染牛の摂食によるvCJD感染が排除されたため、現在では  
輸血による伝播が最も可能性が高いと研究者は話している。  

イツフェル2007年2月9日  
トーヤコブ ト8ページ  

病  
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FDA／’TSEAC  

Meeting2006年  
12月15日  

2007／03／23161006  FDAは、米国で認可されたヒト血欒由来第VIJI凝固因子製剤  
（pdFVJl］）の使用に係る潜在的vCJDリスク評価草案を作成した。  
FDAの評価モデルの結果は、血友病Aおよびフォンウイルブランド  
病患者に使用されるpdFVm製剤の、VCJD感染リスクは非常に低  
いが、ゼロではないかもしれないことを示唆した。またTSEAC  
（TSEAdvisoryCommittee）は、PdFV［ⅠⅠ製品中のTSE除去の適切  
な開催について議論した。TSE除去レベルにより、VCJD感染リス  
クは大きく変動することが示された。  

2007／04／26170141  

2007／05．／24け0213  

2007／04′／23け0089  

60234  2007／03／／23  

古典的CJDの潜伏期間は38．5年であり、VCJDの潜伏期間も非常  
に長いことが示唆されている。また、未確認ではあるが恐らくかな  
りの数の血液ドナーが、欧州におけるBSE激増中にフランスで感  

染した可能性がある。これらのことから、FDAは1980年以降フラン  

スで血液又は血液成分の輸血を受けた者からの供血を無期限に  
停止するという予防策の導入をガイダンス案として発表した。  

2007／03′′′23161006  

英国で4例目の輸血関連vcJD可能性例が診断された。この症例  
は供血後約17ケ月でvC，」Dを発症したドナーからの赤血球輸血を  
受け、8年半後にvCJDを呈した。このドナーは3例目の輸血関連  
vclJD症例へのドナーでもある。4例目の症例はプリオン蛋白遺伝  
子のコトン129がメチオニンホモ体であったユまだ生存中である。  

2007／′03′′ノ30161061  
45  
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血液由来のvCJDの流行の大きさを探るために感度分析を行い、  
公衆衛生的介入の有効性について調査した。数学的モデルを開  
発し、悲観的モデリング仮定で評価すると、自己持続的流行が起  
こるならば2080年までに900例以内、楽観的仮定では250例以内と  
なった。大規模な又は自己持続性流行に至るシナリオの可能性  
はあるが実現性は低く、輸血を受けたヒトからのドネーション禁止  
措置等の公衆衛生的介入が有効である。  

47  

ヘラジカのプリオン（ElkPrP）またはシカのプリオン（DePrP）を発現  

するトランスジェニック（Tg）マウスを作成したところ、600日齢以上  
でも自発的な神経学的異常は示さなかった。これらのマウスに慢  
性消耗病（CWD）陽性のヘラジ力またはシカの脳検体を接種したと  
ころ、Tg（EIkPrP）マウスでは180－200日後に、Tg（DePrP）マウスで  
は300－400日後に、発病した。発病したマウスの脳にはPrPアミロ  
イドプラークが多数見られた。ヒト、ウシまたはヒツジPrPを過剰発  
現したTgマウスはCWDプリオン接種後500日以上経っても発病し  

なかった。  

最近、大規模なスクリーニングによって、従来とは異なるPrPresが  
ウシにおいて発見された。H型と呼ばれる高分子量のフランスの  
ウシPrPres分離株を、ウシまたはt：1ソジのPrPを発現するトランス  
ジェニツクマウスに接種した。全てのマウスは神経学的症状を呈  
し、死亡し、これらの株が感染性プリオンの新規株であることが示  
された。この病原体は、BSE病原体およびヒツジスクレイピー病原  
体とは明らかに異なる特有の神経病理学的特徴を示した。  

用   



摘要  

スクレイピ鵬22L株に感染した神経芽細胞腫細胞およびFUクロイ  

ツフェルトヤコブ病病原体に感染した視床下部GT細胞は直交配  

列で高密度な25nnlウイルス様粒子を示した。この粒子は膜に囲  
まれた不完全結晶で、A型レトロウイルス粒子クラスターや異常  
Pi中原線経とは別に存在し、形態学的にも異なっていた。またPrP  
抗体でラベルされず、ホルポールエステル処理で増加しなかった  
ことから、プリオンではなかった。この粒子は後期PrP脳病変を誘  
発するTSE原因ビリオンである可能性がある。  

51  

慢性消耗病（CWD）非感染シカをCWD陽性のシカの唾液、血液ま  
たは尿・糞に曝露させた。その結果、CWDを伝播しうる感染性プリ  
オンが唾液および血液中に認められた。CWDはシカ科の動物に  
容易に伝播すると言える。プリオン感染では体液との接触に関す  
る注意が払われるべきである。  

2007／03／′30161061  

53  
ヒトや動物におけるTSEの多様性を解明するため、PrPresの詳細  
な特徴が研究されている。分子学的な方法により、最近、ヨーロッ  
パと米国の感染牛で異常なBSE型が発見され、少なくともBSE牛  
の何例かには別の起源の可能性が出てきた。小型反翁動物での  
新しいTSE型は「非典型的スクレイピー」または「Nor98」と呼ばれ、  
ヨーロッパの大部分の国でTSE迅速検査で同定されている。  

2007／04／25170125   

70021   2007／04／25  

60248  

61061   PRDT（PathogenRemova［andDiagnosticsTechno［ogies）は、全  
血、RBCまたは血祭存在下で脳由来プリオンタンパク質および  
TSE感染物と強く結合する高親和性リガンドを得るため、何百万も  
の化合物をスクリーニングした。その結果、PRDTのリMド樹脂は  
赤血球存在下でも高濃度のTSE感染物を吸着し、低濃度の内因  
性TSE感染物を除去した。この樹脂を使用したMacoPharmaFJ  
Capt（TM）フィルターを用いることにより、輸血によるvCJD伝播リ  
スクを軽減できる。  

2007／03／こ30  

55   
三三；‡；…；；；：‡三；‡三；；王≡；；三；‡；‡；  

散在性（s）、家族性㈹および異型（∨）クロイツフェルトヤコブ病  
（CJD）が輸血を介して感染伝播するかを判定するために、英国  
CJDサーベイランスユニットと血液サービスにより進行中の試験  

の2006年3月1日までの結果である。供血者として報告された  
vcJD31例中18例、SCJD93例中3例およぴfCJD5例中3例の血  
液が、各々、66例、20例および11例の受血者へ輸血されていた。  
2例の受血者においてvCDJが確定していた．。また、VCJDll例中7  
例、SCJD52例中7例が、輸血の既往歴があった。  

2007ノ／04／25170121  

1r  
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2007／03／23161006  

2007／03／27掩1024  

60237  
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2007／03／27161024  

部会安全技術調査会において、ヒト胎盤エキス（プラセンタ）注射  
剤使用者に対する献血制限措置を日本赤十字社が実施すること  
が了承された。  

ト・ヤコブ  
病  

感染  Blood2006；  
108：Abstract  

イツフェル成18年8月24日                    ＃4144  

2007／03／30ト61061  

狂犬病   
2007／03／30掩1061  

mai】20061118．3  ProMED－  303  

fbl 
610t）6  

威存の治療薬がほとんど効かず、世界保健機関（WHO）が警戒を  
呼び掛けている「超多剤耐性」の結核菌が、国内でも入院患者の  
0，5％から検出されたことが、結核研究所の調査で明らかになっ  

た。2002年6月から11月にかけて国内99の結核治療施設の入院  
患者3122人から採取した結核菌を分析した結果である。検出例の  
半数は薬の服薬歴がなかったことから、他の患者から感染した可  
能性が高い。   

＿叩一一－＿■■■－＿ヽ＿■＿－＿J▲一－－▲■＿＿一－一一■一一J■■一－－■－■－－－▲－－一■・一－－r－】■「■一、一－－－一一」－－－・－■・－一－－－一－一一－一一－1■－－▲V－一一■■■－一一  
＿m＿－＿－－■】＿し＿＿－＿■■．■－一＿▲－＿＿′－〉一【■一J■＝■一一一－－－▲r」－－一一J■一－－－－－・一【■一一一－－－一山－－・■・・■・－－一一－一一－－】L－－－－一－′▲－－一一  

2007／03／23  NIKKEINET い  

きいき健康  
2006年12月5日  
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豆百折フ′石云フ郡1‾∂蔀  
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細菌感染IEpi（lemiollnfectlMvcob3CteriL．mI〕OVisはニュージーランドの野生動物や家畜盲宿‾1三三  

62  主とする。1995－2002年のと卜結核症例を疫学的、臨床検査学的  
に調べた結果、確定症例1997例中54例（2．79も）がM．bovisで、川万  
人当たり0．2人の割合であった。ヒトからの単離体23例中14例がウ  
シ、シカ、オポッサム、フェレット、ブタ、ネコからの単離体と同一の  
制限酵素分析パターンを示した。ニューージーランドでは動物宿主  
からヒトヘの伝播が低レベルで続いていることが示唆された。  

2006；134：  

1068－1073  

酸ナトリウムは24時間を要した。  

2007／／04／25170121  

2006年11月29日時点でH5Nl型トリインフル工ンザウイルス感染  

患者258名がWHOに報告され、50カ国以上で鳥類での感染が確  
認されており、うち10カ国では鳥類がヒト患者発生の感染源となっ  
ている。EUでは、同ウイルスは家禽には感染定着しておらず、  
2006年春季に少なくとも15カ国で野鳥の感染が確認されたが、ヒ  
ト感染症例は発生していない。家禽の感染予防が成功し、感染は  
5件のみで迅速に制圧された。散発例の報告が続いていることか  
ら、生物学的安全確保対策と早期警報システムを堅持する必要  
がある。  

2007／03ノ／30t61061   
64  

65  60248  WHOは、H5Nl鳥インフルエンザウイルスにより光を当て、／〈ンデ  
ミック株への変異の検出を容易にするために、H5Nl鳥インフルエ  
ンザのヒト症例調査のためのガイドラインを発表した。14ページの  
ガイドラインは、患者の問診、周辺で他の症例を捜索することによ  
る接触歴の調査、ヒトーヒト感染の何らかの徴候を発見するため  
のデータのふるいわけなど、各症例の徹底的な調査を求めてい  
る。ガイドラインでは、臨床検査の結果が出る前に疑い症例の調  
査を行うことを要請している。  

2007／03／′30掩1061  

66  2007年1月18日、農林水屋省は、宮崎県の養鶏場で発生したトリ  
インフル工ンザは高病原性ウイルスによるものだったと明らかにし  
た。同省は養鶏場で死亡した鶏から採取したウイルスのサンプル  
を検査して病原性が高いものであることを確認した。H5Nl型ウイ  
ルスの流行は、宮崎県清武町の谷口酢卵場黒坂農場で発生し、3  
つある鶏舎のうち1つで3500羽の鶏が死亡した。  

2007／03／’30掩1061  

67  血祭製剤の製造中に通常使われるウイルス不活性化処理、即  
ち、ヒトアルブミンに対するパスツール法、静注用免疫グロブリン  
（ⅠVIG）に対するSD処理、第∨Ⅲ因子インヒビターバイパス活性に対  
する蒸気加熱、及びIVIGに対する低pHインキュベーションが、  
H5Nlインフル工ンザウイルス不活化に有効かを再集合体株を  

使って調べた。その結果、H5Nlインフル工ンザウイルスは、エンベ  
ロープウイルスと同様の挙動を示し、これらのウイルス不活化処  

2007／04／23170089  

中国の性感染症サーベイランスシステム及び監視サイトネット  
ワークからの症例報告データを収集し評価した。中国における報  
告された梅毒の全症例発生率は、1993年には100，000人あたリ0．2  
例であったが、2005年には、第一期及び第二期梅毒だけで  
1嶋000人あたリ5．7例であった。先天的な梅毒の発生率は、1991  
年は1乱用00例の出生児あたリ0．01症例であったが、2005年には  
川0，瑚0例の出生児あたり19．63症例まで、年平均7＝汎の割合で  
大きく増加した‥ 

Lancet2007；  
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